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子どもと家族と学校と 

⑦ 

『 新一年生は要注意 』 
CON カウンセリングオフィス中島 

中島 弘美 

 

◇ 

一年生の一年目 

 

ピカピカの一年生といえば、うんと大

きなランドセルを背負い、喜びいっぱい

の小学一年生の姿を思い浮かべる。もち

ろん、一年生は小学生だけでなく、幼稚

園、中学、高校、大学、そして入社一年

目の社会人一年生、さらに新婚の花嫁や、

赤ちゃんが誕生してはじめて母になる女

性も、同じ新一年生にあたるだろう。 

それぞれが大きな期待や希望をもって、

これまでとは異なる環境のなかで生活を

スタートし、ひかり輝いている。 

この新一年生、とりわけその一年目は

注意を要する時期だと考えている。 

新しい生活のリズムを作ることがスム

ーズにできれば、いろいろな可能性を広

げることになり、大きな成長につながる

一方で、張り切りすぎて持続できずに体

調を崩したり、事前に思い描いていた新

生活と異なり、その落差から元気がなく

なったり、環境の変化があっても、これ

までと同じような調子で過ごしていて、

誤解されてトラブルに巻き込まれたりす

る。そんな、予期せぬ事態が発生しやす

いのが新しい環境のもとでの一年目だ。 

 

◇ 

休み明けの五月と九月 

 

春、当オフィスのカウンセリングにや

ってくる人たちは、学校からの紹介や、

医療関係からの紹介が多いということも

あって、高校や大学一年生が最も多い。 

新年度からの新しい場面になじめず、

不登校やうつ状態、不安、原因不明の体

調不良に陥ったりする。 

季節でとらえるとそのつまづきの著し

い時期は、まずは大型連休明けの五月だ。

四月のあいだは、新入生全員が浮ついて

いて、落ち着かないが、五月になるとそ

れぞれがペースをつかんでそれなりの生

活をしはじめる。その波に乗れずに、う

まくいかないまま、停滞すると五月の連

休明けの登校が重荷になり、元気をなく

す。 

もうひとつの時期は、夏休み明けの九

月だ。秋分の日以降の後半から十月にか

けて、欠席日数がじわじわ増える時期と

なる。この時期どのようなことが考えら

れるかというと、新年度の最初はあまり

思い通りにいかなかったけれど、なんと

か一学期を終えた。夏休みのあいだに挽

回をして二学期から軌道に乗せたいと思

って、迎えた二学期。予想に反して夏休
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みに充電した元気もあっという間になく

なっていく。そんなとき欠席が増えてず

るずると過ごしてしまう。五月と九月は

そんなドラマが見受けられる。 

 

◇ 

私立学校進学はギャップが大きい 

 

多くの人が、環境の変化を実感する最

初の経験は、たとえば、私立高校に進学

したときや大学入学後ではないだろうか。 

 それまで、地元の学校に通っていた人

が、離れたところにある私立の高校や大

学に進学する場合は、環境の変化がかな

り大きい。(もちろん、私立小学中学受験

をしたあと入学する一年生も同じような

体験をしていることだと思う。) 

私立の学校は規模も大きく、ひとクラ

スの人数も多い。しかも、いろいろな地

域からいろいろな人が集まっている。見

知らぬ人ばかりの学校に通い、友人関係

もゼロから築いていくことになる。 

学校では、話すことばのちょっとした

違い、習慣の違い、当然と思っていたこ

とが通用しなかったり、カルチャーショ

ックがあったり、新しい仲間と溶け込む

までには、紆余曲折がある。 

仲間外れにならないか、気の合うとも

だちができるかどうか、友人関係の不安

は、はかり知れない。 

 高校一年生の男子のなかには、入学式

直後から、ひそかに同級生の力比べをし

ていて、ささいなことをきっかけにトラ

ブルに発展したりする。 

 仲間作りのために、オリエンテーショ

ンとして、新入生を対象に宿泊研修を実

施しているところもある。行事をきっか

けに多くの生徒は、気の合うともだちが

できるが、クラスのなかでもめてしまい、

立場を複雑にすることもあるだろう。 

 うまくいくチャンスがあると同時に、

なじめないとおきざりにされる気分にも

なる。 

 

◇ 

こんなはずじゃなかった！ 

 

私立の学校に進んだ新一年生の子ども

に対して、 

「入学して、思っていたのと違っていた

ことはどんなことがあるかな？」 

という質問をよく投げかける。 

すると、新生活に溶け込んでいない生

徒にとって、思っていたほど、学校生活

が楽しくないという返事が多くをしめる。 

学校見学のときにみた学校紹介の映像

と現実が違う！ 

ある新一年生が心境を話す。 

｢大学受験は楽だからと私立高校をす

すめられた。入学後は、もうそんなに勉

強しなくてよいと思っていた。七時間目

まで授業があるとか、毎日小テストがあ

って点数が悪ければ居残りとか、常に勉

強ばかりしなければならない。それに高

校に入学したばかりなのに、大学受験の

話が出てきて、うんざり」 

私立高校は、大学進学に力を入れてい

るところが多く、高校の教科と大学受験

の学習塾が一体になったような授業時間

数の多い高校が多々ある。 

学校としては、生徒の学力向上などを

願って、さまざまなプログラムを用意し

ている。保護者も質の良い教育をまとめ

る傾向があり、これだけ整っているのは
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大歓迎と賛同する。提供する側と、求め

ている側の思いが一致すれば、問題はな

いが、すべての生徒が同じように感じて

いるとは限らない。 

 さらに通学の負担もあるようだ。 

これまで七時に起きて準備をして近く

の学校に行ったらよかったけれど、学校

までの距離が遠いので、朝六時前に起き

て、六時半に家を出て電車に乗らないと

間に合わない。クラスのともだちは、同

じ方向に自宅があるわけではないので、

登下校はひとりの場合が多い。その交通

機関での混雑は、疲れを増すことにもな

るだろう。 

教科書が多くてカバンが重いし、決め

られている革靴も歩きにくい。 

いったん、ひっかかってしまうことが

あると、うまくいかない理由や不満が次

から次へと出てくる。 

 

◇ 

最初の一カ月の過ごし方 

 

ある私立高校の先生がとても大切なポ

イントを話してくれた。 

「入学してから、中間テストまでの出

だしの過ごし方が大切です。厳密にいえ

ば、最初の定期テストで、どのぐらいの

成績を残すかによって、そのあとの学校

生活がほぼ決まってしまうようなところ

があります。ある程度、納得できる成績

をとることができる生徒さんは、友人関

係や、クラブ活動など高校生活全般がだ

いたいうまくいっているという目安にも

なります」 

反対に気になるところは、 

「最初の定期試験を欠席して、受けら

れない場合は、その生徒さんは同じよう

なことを今後くりかえす可能性がありま

す、最初の試験は成績が良くないだろう

と予測しても必ず試験を受けるようにと

指導します。成績よりもまずは、学校の

スケジュールをこなすことです。その後

の定期試験で、成績が急激に上がったり

する生徒さんはそれほど多くありません。 

特にその傾向は女子が強く、男子の中

には途中から成績アップする生徒さんも

います。けれど、成績が急に上がる生徒

さんよりも、徐々に成績が低下していく

生徒さんの方が多いです。」 

高校生活を充実したものにするために

は、四月の過ごし方がポイントとなると

いう高校教師の経験話。そのような傾向

を事前に教えてもらっていると、保護者

は、どこにポイントを置いて子どもを見

守ったら良いのかとてもわかりやすくな

る。 

 

◇ 

家族の解放感 

 

受験生のいる家族は、希望する学校に

合格できるようにと受験前までは熱心に

応援し、なにかと協力的に接している。

受験期間が終了して進学する高校が決ま

ると、イベントが終了したかのように、

たちまち関心が薄れ、家族全体が荷物を

下ろした気分になる。 

入学後家族が新一年生をサポートする

ことは受験時期に比較すると多くない。

なかには、第一希望校に入学できなかっ

たので、高校では勉強がんばれ、巻き返

しをねらってさらに熱が入る場合もある

だろう。高校入学を成績のみの尺度でみ
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ていくと、まさにその応援スタイルにな

るのだが、新しい環境に適応するには、

大きな負担が伴うことは、あまり認識さ

れていないようだ。 

保護者である親も新しい高校の行事や

懇談会などに参加すると、これまでより

も緊張することだろう。保護者同士も知

り合いがいなくて、心細く、よりどころ

は、担任の先生のみだったりする。 

子どもも親も同じで、新一年生は、乗

り越えるべき山がいくつも存在する。 

 

◇ 

クラブ活動をどうするか？ 

 

クラブ活動にまつわる話題もよく登場

する。高校によっては、必ず運動部に入

部することが義務付けられているコース

のある学校もある。クラブ活動が授業と

同じくらい重要でその成績が大学進学に

反映されスポーツ推薦枠での入学なども

用意されている。そう簡単にクラブ活動

に入部したり、退部したりするわけには

いかない。 

本格的に活動しているクラブは、全国

大会を目指して、毎日厳しい練習がある

と、ついていくだけで精いっぱいの生活

になってしまう。 

よくある話は、レギュラーに選ばれな

かったのでクラブを続けるのが苦痛にな

った、どうしようと悩むことだ。 

クラブをやめてしまうと、レギュラー

に選ばれた友達と顔を合わせるのがつら

い。かといって、やめずにクラブ活動に

参加していることも、不完全燃焼。 

そこでどうするか、何かを決断しなけ

ればならないことが目の前にいくつかわ

き起こってくる。 

これまでうまくできていたこと、やれ

ていたことも、新しい場面では、必ずし

も通用しない。 

こうやって新しい生活に、もまれなが

ら人は成長してゆく。わかってはいるも

のの、思い通りにならないのが続くと身

にこたえる。 

◇ 

予防カウンセリング？ 

 

受験勉強は個人作業で、自分の力の及

ぶ範囲でなんらかの結果がでてくるが、

入学後の新しい環境での適応は、努力次

第で問題解決できる部分は限られてしま

う。 

新しい環境で適応するか否かはそれま

での生活や過ごし方でなんとなく、予測

されているようなこともある。 

子どもの周りにいる親や大人が、ちょ

っとした変化見逃さないようにすること

が大切だ。 

人が生きていく中での節目や新しいス

テージへの移り変わりのときには、何が

しか予定外のことが起きていることに気

がつく。 

希望に胸を膨らましながらも、うまく

いかないことが多い。そのため、新しい

環境の中で生活をするまえに、気をつけ

るべきこと学ぶべきことを、尐しでも事

前に理解していたら、結果がことなって

いたかもしれないなと思うことがある。 

中学三年生の受験生に、高校受験の対

策話はよくされているが、進学する高校

が決定したあと、「入学したら、こんなこ

とがあるかもしれないから、気をつけて

よう」と前もって伝えていれば、予防で
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きることもあるだろう。 

子どもだけでなく、保護者も同様に事

前学習が必要だ。新しい学校に進む場合、

高校生活になじむための親対象の事前講

座=適応できるようにするための予防カ

ウンセリングようなものが実現できるこ

とを願っている。 


